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野口 『合長 ！ 時間ガアル様デスガ此ノ間＝宿題ノ議案ヲ櫨メラレテハドウデスカ。』







































































































ルヨリ他ニ仕方ガナイ。陸海軍ニハ多クノ Materialガアリ， 大撃デハ Tierexperimentヲヤ
ツテ雨々相倹ツテヤルコトガ此ノ問題ヲ解決スルニ良イト思7。私ノ考へトシテハ乱llgemeine


























































舎長『主旨ハ結局一致シマスカラ， Lテーマ 1ヲ1ツナリ 2ツナリ beitragen（寄輿）シテ頂キ
タイ。」








「Frostbeule及ピ Frostgangraen トsympatischeNerven トノ関係」位デアリマス。』
舎長「ソノ他ニ御意見ハアリマセンカ。若シナケレパ弐同ノ舎長ガ主トナリ， ソレ＝私共


















































願ヒ致シマセウ。』 H ・H ・（賛成）
合長「宿題ニ閲スルコトハ未ダ決マラナイ聡モアリマスガ，コレデ打切リマス。』
合長『次＝議事日程ニハ害イテアリマセンガ，外科事舎雑誌ノ特別掲載ノコトデスc外科製



































































日本外科弟合長 f!; 潟 隆 ＝ 
迫て日本外科f1.!合評議li舎は四月一日午後四時半より京都市河原町御池京都ホテルに於て
開催の筈に：.-fj之候
附記
第40同（昭和14年4月）日本外科接合ノ宿題ハ評議員合記事ニ示サレグルガ如ク未決定ナリシ
ガ，棉合第1日直Iiチ昭和13年4月2日正午休憩時間中現合長烏潟教授，次間合長タルベキ瀬尾
教授， l岡名替合員，大槻教授，中田教授，粛藤教授（三宅名春合flハ快，都築数授ハ所夜不
明）合合シ， ι潟教授ノ原案通リ＝テミ欠ノ如ク決定シ組合＝諦ルコト、ナリ， 4月38ノ組合
ニテ可決セリ n
宿題（昭和14年）
1. 失血救念
2. 創傷感染
右2J題ハ播首者ヲ定メズ。園民精前J1綿動員 ノ趣旨ヲ惜シ全合員共同ノ研究問題トシテ各自任
意報告ノコト（但シ内容ノ如何＝依リ30分迄ノ演説時間ヲ要求シ得）。
3. 所謂骨端炎 報告者
名大教授 名倉重雄君豊普察博士
4. 陳膏性膿胸（結按性ヲ毛含ム） 報告者
京大講師 青柳安誠君鑓穆博士
特別講演
毒瓦斯 海年収容挙校童文官
海軍本信大佐密接博士制チi二信立 君
以 上
